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2016 年 10 ⽉ 7 ⽇ 

報道関係各位 

カーライル・グループ 

 

 

シンプレクス株式会社の株式譲渡契約の締結について 

 
グローバルに展開するオルタナティブ投資会社であるカーライル・グループ（⽇本代表︓⼭⽥和

広、本社︓⽶国ワシントン D.C.、以下「カーライル」）の投資ファンドである CJP SPX Holdings, 

L.P.（以下「CJP ファンド」）は、特別⽬的会社である株式会社ＳＫホールディングス(以下「ＳＫ

ホールディングス」)との間で、CJP ファンドが保有するシンプレクス株式会社（以下「シンプレク

ス」）の株式全部を譲渡することに合意いたしました。これは、2013 年より実施しているカーラ

イルによる投資⽀援により、シンプレクスの⼗分な成⻑基盤を築けたとの判断によるものです。ま

た、シンプレクスは本⽇開催の取締役会において、株主総会による承認決議等の所定の⼿続きを経

た上で、シンプレクスとＳＫホールディングスが合併を⾏うことを決定し、本⽇付で合併契約を締

結いたしました。なお、合併後は、存続会社はシンプレクス株式会社となる予定です。 

 

カーライルは、シンプレクスのマネジメント・バイアウトの⽀援を 2013 年に開始して以来、シ

ンプレクスと協働し、中⻑期的な視点に⽴った⼤型案件の獲得や新サービスの展開を進めてまいり

ました。シンプレクスは着実な業績の改善及び成⻑を果たし、カーライルは既にシンプレクスが独

⾃に主体的な成⻑を追求していける状況にあると認識しておりました。今般シンプレクスから、⼀

層の積極的な新規事業へ取組みを通じた、更なる成⻑を追求するために、資本も含めた経営陣・従

業員主導の経営体制への移⾏の打診を受け、本株式譲渡を含む⼀連の取引が実現に⾄ったもので

す。 
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シンプレクスについて 

シンプレクスは、豊富な⾦融知識、最新の⾦融⼯学、⾼度なテクノロジーで、⾦融業界に特化した

IT ソリューション・サービスを提供しています。1997 年の創業以来、シンプレクスは⼀貫して

「イノベーションを世界へ」「Hello world, Hello innovation.」の理念を体現。経営⾯、事業⾯、

技術⾯など、様々な側⾯でイノベーションを成し遂げることで多くのお客様から⽀持されてきまし

た。2016 年 3 ⽉期の売上⾼及び償却前営業利益は創業来最⾼となる 20,699 百万円及び 4,245 百

万円を計上いたしました。 

コーポレートサイト︓ http://www.simplex.ne.jp/ 

 

カーライル・グループについて 

カーライル・グループ(CG:NASDAQ)は、グローバルに展開するオルタナティブ（代替）投資会社

で、2016 年 6 ⽉ 30 ⽇現在、128 のファンドおよび 170 のファンド・オブ・ファンズを運営し、

その運⽤額は総額で 1,756 億ドルにのぼります。カーライルの⽬的は、多くが年⾦基⾦である投資

家のために、賢明な投資を⾏い価値を創造することです。カーライルは、アフリカ、アジア、オー

ストラリア、ヨーロッパ、中東、北⽶、南⽶において、4 つの分野「コーポレート・プライベー

ト・エクイティ」「リアルアセット」「グローバル・マーケット・ストラテジー」「インベストメ

ント・ソリューション」で投資活動を展開しています。カーライル・グループは、航空・防衛、ガ

バメントサービス、消費財・⼩売、エネルギー、⾦融、ヘルスケア、⼀般産業、不動産、テクノロ

ジー、サービス、通信、メディア、輸送など、幅広い業界における知⾒を有しています。現在世界

6 ⼤陸の 35 のオフィスに 1,650 名以上の社員がいます。カーライルは、グローバルに展開するオ

ルタナティブ投資会社の中で唯⼀、⽇本に特化した円建てのバイアウト・ファンドを運⽤してお

り、これまでにバイアウト・ファンドより国内で 22 件の投資を実⾏してまいりました。また、カ

ーライルは、⽇本の中堅企業の海外展開、事業効率の改善、経営インフラの強化などを⽀援してき

た実績を有します。2015 年 9 ⽉には、⽇本のバイアウト投資向け第 3 号ファンドであるカーライ

ル・ジャパン・パートナーズⅢにつき、1,195 億円（約 10 億ドル）のファンド規模により募集を

完了いたしました。 

ウェブサイト︓www.carlyle.com 

ビデオ︓http://www.carlyle.com/news-room/corporate-videos_new 

ツイッター︓www.twitter.com/onecarlyle 

ポッドキャスト︓www.carlyle.com/about-carlyle/market-commentary 
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━ 報道関係者のカーライル宛てお問い合わせ先 ━ 
広報代理店 オグルヴィPR / 担当︓中⼭ 奈央⼦、関満 亜美 

電話︓03-5791-8725/5793-2388  

E-mail: CarlylePress.Tokyo@ogilvy.com  


